
   

【
作
者
】
太
刀
掛
呂
山
（一
九
一
二
～
一
九
九
〇
年
）
（
明
治
四
十
五
年
～
平
成
年
二
年
）
・
広
島
県
呉
市
広
町
に
生
ま
れ
る
。
名
は
重
男
、
呂
山
は
号
。

幼
少
よ
り
詩
を
好
み
、
呉
江
吟
社
・山
陽
吟
社
を
創
立
し
主
宰
と
な
る
。
永
ら
く
教
職
に
あ
っ
た
が
、 

昭
和
四
十
八
年
退
職
し
生
地
に
於
い
て

自
適
の
傍
ら
漢
詩
教
育
に
尽
瘁
さ
れ
る
。
著
書
に
「
誰
に
で
も
で
き
る
漢
詩
の
作
り
方
」
「
漢
詩
の
再
吟
味
」
な
ど
が
あ
る
。
平
成
二
年
二
月 

病

の
た
め
没
す
。
年
七
十
八
歳
。 


